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┃　西方海岸から東シナ海を望む

┃　人形岩の物語

┃　表紙写真：出水駅に設置された大門松
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土地家屋調査士倫理綱領

　　　　１. 使　　命
　　　　　 不動産に係る権利の明確化を期し、
　　　　　　　　　　　　　　 国民の信頼に応える。

　　　　２. 公　　正
　　　　　 品位を保持し、公正な立場で
　　　　　　　　　　　　　　 誠実に業務を行う。

　　　　３. 研　　鑚
　　　　　 専門分野の知識と技術の向上を図る。

（職　　責）
　法第２条　　土地家屋調査士は、常に品位を保持し、業務に関する法令及び実務に精通し

て、公正かつ誠実にその業務を行わなければならない。

（会則等の遵守義務）
　会則第88条　会員は、本会の会則、規則、支部規則及び総会の決議並びに連合会会則を

守り、本会の秩序の維持に努めなければならない。

（研修の受講）
　会則第86条　調査士会員は、本会及び支部並びに連合会及び連合会会則第27条で定める

ブロック協議会が実施する研修を受け、その資質の向上に務めなければなら
ない。

　　　　　　２ 調査士会員は、業務を行う地域における土地の境界に関する慣習及びその他
の業務についての知識を深めるよう努めなければならない。

　　　　　　３ 調査士法人は、社員である調査士が第１項の研修会に出席できるよう配慮しな
ければならない。
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　明けましておめでとうございます。
　希望溢れる新しい年を迎えて、皆様方におかれましては益々ご清祥のことと深甚よりお慶び申し上
げます。そして、旧年中はもとより常日頃から鹿児島県土地家屋調査士会にご支援、ご厚情かつご理
解を賜りまして深謝申し上げます。本年も当会は、皆様の負託に答えてより良い鹿児島県土地家屋調
査士会として活動していく所存ですので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　さて、１年を振り返りますれば・・・ですが、遡ること平成23年１月17日、県会と公嘱にとって
初めての災害協定を伊佐市と締結しました。その約２か月後に東日本大震災が起きました。あの締結
の時は阪神淡路大震災を想定して協定書を作成しました。まさか、3.11のような大災害と大人災が
起こることなど、予想だにしませんでしたが起こりました。それらの時流もあり、湧水町、霧島市、
姶良市と順次一気に締結させて頂きました。あれから５年が経過した去年は、あの熊本大震災があり、
想定外の大小自然災害がいつ起きても不思議ではないことがわかりました。奇しくもそんな中に鹿児
島県、鹿屋市、鹿児島市、薩摩川内市と続けて災害協定締結を済ませました。我々不動産表示登記の
専門家集団である土地家屋調査士会と官公署発注の嘱託登記をさせていただいております公嘱協会と
が、県民の皆様のために職業社会奉仕する機会として災害協定の推進を図ってきました結果として、
より現実的で具体的な内容の協定が締結できまして、ある程度の備えができたと感じております。例
えば、離島を抱える鹿児島県特有の災害における住家被害調査員の派遣や、不動産表示登記の専門性
と心にやさしい対話術を持った認定土地家屋調査士資格者による相談業務など、迅速かつ円滑に対処
することで、県民の皆様の生活の安定に寄与できると感じます。社会事業部の皆様お疲れ様です。
また、空き家等対策におきましても、薩摩川内市、伊佐市、出水市、南九州市、鹿屋市の協議会の構
成員として参画し、協力していくことになりました。構成委員の皆様にはご協力感謝申し上げます。
これらの二つの事業は、引き続きより推進していきたいです。
　社会事業関係の話題が先行しましたが、周知のとおり県会の承認事業でありますセンターかごしま
のADR法の認証を得る準備が整い、近々申請いたします。常々認定土地家屋調査士の活用が取りざ
たされている中、是々非々論よりまず認証取りましょうと言うことです。期待しましょう。
　それから、新春と言うことで明るい話題としては、９月26日からの５日間、MBCラジオたんぽぽ
クラブの中の「海童がいく」にて、地域で頑張っている人として土地家屋調査士５名が出演されまし
た。宮原氏とのやり取りは楽しく愉快なものでした。初めての試みで、いい告知になったと思ってい
ます。ご紹介頂きました司法書士会に感謝します。
　今後の課題として、苦情から綱紀に係る流れの見直し、ADR・筆界特定制度維持のための筆界調
査委員候補者推薦受託の再検討、特別研修受講者の確保など難題を抱えておりますが、基本を見据え
て地道に関わって行きたいです。
　最後に、29年度は九州ブロック協議会の当番会となります。総会に始まり担当者会も全部門で開
催され、新人研修会も鹿児島県で賄わなければなりません。一人でも多くの会員のご協力を必要とし
ます。覚悟して臨みたいです。

　皆様。素晴らしい年になりますように !

鹿児島県土地家屋調査士会
会　長　　桐　原　茂　太

会　長　挨　拶
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　新年、明けましておめでとうございます。
　鹿児島県土地家屋調査士会の会員の皆様におかれましては、御家族と共に、お健やかに新年を迎え
られたことと拝察し、心からお喜び申し上げます。

　旧年中は、貴会及び会員の皆様から格別の御理解と御協力をいただいて、表示登記の適正な処理、
オンライン申請の利用促進、相続登記の促進、空き家等対策、筆界特定制度の適正な運用及び登記所
備付地図作成作業などの重点施策について、積極的に取り組み一定の成果を挙げることができました。
特に、相続登記の促進及び空き家等対策の推進を図ることを目的とした「相続問題等（空き家、空き
地）休日無料相談会」（７月24日）及び筆界特定制度の周知と利用促進を更に図ることを目的とした
「境界トラブル無料相談所」（11月27日）の共催に加えて、法務局の行政サービスの向上を図ること
を目的とした「全国一斉！法務局休日相談所」（10月２日）の開催においても多大な御協力をいただ
きました。改めて厚く御礼申し上げます。

　新しい年を迎えて、政府の重要施策の一つである登記所備付地図の整備を始め相続登記の促進な
ど新たな行政需要にも積極的に取り組み、法務局に対する国民の期待に応えて参りたいと考えてい
ます。

　さて、申すまでもなく、個々の表示登記事件の処理を含め表示登記に関する様々な施策を円滑かつ
着実に進めていくためには、貴会と法務局の緊密な連携、協力関係が不可欠でありますので、貴会及
び会員の皆様には、引き続き、登記行政の適正・円滑な遂行について、御理解と御協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。

　結びに、鹿児島県土地家屋調査士会のますますの御発展と、会員及び御家族の皆様の御多幸を祈念
いたしまして、新年の御挨拶とさせていただきます。

新　年　の　御　挨　拶
鹿児島地方法務局

局　長　　山　本　芳　郎
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　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　土地家屋調査士会の会員の皆様におかれましては、お健やかに新たな年を迎えられたことと、心か
らお慶び申し上げます。

　昨年も、政府は主眼として掲げた経済の再生・地方の創生・医療や介護等の社会保障の充実等を図
るべく推し進めてきているものの、その結果が思うように出ないため、本来ならば平成29年４月１
日から10％へ引き上げを予定していた消費税について、平成31年10月までの再度の延期が決定さ
れました。このように、まだまだ地方においても景気回復・経済の活性化等を実感できずにいる状況
であると思われます。

　さて、土地家屋調査士会・司法書士会・法務局の３者で推し進めている事業に、空き家・所有者不
明土地問題等への対策の一部として相続登記を推進する事業があり、その一環として無料相談会・空
き家セミナー等を開催しております。
　今後は３者の合同協議会の名称を「未来につなぐ相続推進プロジェクト（仮称）」とし、対外的
に積極的な活動を展開していくこととなるため、貴会との連携強化も図っていきたいと考えており
ます。
　また、司法書士会独自に自治体の空き家対策協議会への委員の推薦を数名行ない、空き家対策に関
する各種セミナーへの講師・相談員の派遣事業も積極的に行っております。

　次に、司法書士会の昨年の定時総会において、「代議員制から全員参加制による総会への改正」「業
務賠償責任保険の全国統一化に対応するための加入方法の改正」「全ての役員を選挙により選任する
ための改正」を柱とする会則改正議案が承認され、現在法務省の認可待ちではありますが、平成29
年度の定時総会より司法書士会としては初めての全員参加制による総会となり、執行部一丸となっ
て、より多くの会員が出席し意見を述べ、議決権を行使していただけるように鋭意努力しております。
　具体的に全員総会を実施するに当たっては、色々と超えないといけないハードルが多々あると思わ
れますので、先駆者である土地家屋調査会のご助言等を含めて、是非ご教示の程よろしくお願いいた
します。

　結びに、土地家屋調査士会の益々のご発展並びに会員の皆様のご健勝、ご活躍を心より祈念いたし
まして、新年のご挨拶とさせていただきます。

鹿児島県司法書士会
会　長　　上前田　和　英

新　年　の　ご　あ　い　さ　つ
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年男年女

　会員の皆様、新年明けましておめでとうございます。
   ｢ 年男・年女コーナー ｣への原稿について、司法書士・土地家屋調査士兼業のため双方からの依頼
があり、テーマをどうしたものかと悩みましたが、鹿児島県司法書士会の原稿とほぼ同じ内容にさせ
て頂きました。
①私の健康法は?
　『食べ過ぎない。飲み過ぎない。遊びすぎない。』
②あなたの座右の銘は?
　『一期一会・一生懸命』
③最近嬉しかったことはなんですか?
　『３人目の孫が生まれたこと。香港旅行に行ったこと。』
④土地家屋調査士・司法書士でなかったら何の職業に就いていたと思いますか?
　『農業』
⑤あなたを動物に例えると何の動物ですか?
　『牛』
⑥あなたの想像する未来の土地家屋調査士像をお聞かせ下さい。
　『土地・建物登記等に関する業務について、司法書士と土地家屋調査士の連携による信頼される土
地家屋調査士になりたい。』
⑥酉年に思う
　『平成29年の新春を、無事年男として迎えることが出来ました。年男といっても60才の還暦です。
前回の年男の年は法務局に勤務していましたが、当時は健康について深く考えていませんでした。
　しかしながら、平成25年９月入院手術、翌年５月入院手術と続き、波瀾万丈のここ数年間でした
が、何とか今年で５回目の年男（還暦）を迎えることが出来ました。どちらかといえば 心配症（ネ
ガティブ）な私ですが、入院手術が続いたお陰で、健康の大切さはもちろん家族の大切さを知ること
ができ、支えてくれた家族のためにも、少しでも前向き（ポジティブ）に物事を考えていきたいと思っ
ています。

鹿児島支部　　有　馬　勝　郎

年頭にあたって
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　新年、明けましておめでとうございます。今年は年男（36才）になりました。
　この執筆依頼で気づかされました。　今から12年前の年男の時は、郵政民営化可決、夏の軽装化
（クールビズ）スタート、姉歯建築設計事務所の耐震強度問題等があった頃です。自分はというと、
大学卒業後に不動産関係の資格取得の為宅地建物取引主任者試験やマンション管理士等の勉強をして
いた頃だと思います。その当時はまだ土地家屋調査士という資格すら知りませんでした。　あれから
12年、土地家屋調査士試験合格後独立開業し、結婚して子供も産まれました。その当時は漠然と思
い描いていた将来の目標が達成出来たように思います。
　次回の年男は48才。長い様であっという間にきそうな気がします。目標としては、自宅兼事務所
を構える事と業務の効率化を図り、仕事中心の生活から父親らしく家族との時間も大切にできるよう
にしたいと思います。

　今年は十二支の動物の中で、唯一の鳥類です。　皆様におかれましても、鳥のように羽ばたき、飛
躍する年になります様お祈り申し上げます。

� 平成29年　元旦

鹿児島支部　　米　倉　　　央

年男になって



6会報かごしま　2016 秋 │

　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、新春を健やかにお迎えのこととお喜び申し上げます。
　３回目の酉年を迎えることになりましたが、先の酉年からこの12年間は土地家屋調査士受験、開
業と、人生において非常に大きな出来事があった期間でありました。
　私は何事も先ずは格好（道具）から始める癖があり、開業後の仕事の依頼があるのか？といった不
安を全く気にせず、GPS、自動追尾付 TS等、新米調査士には贅沢な気もするような機材を揃えて
事務所をスタートさせました。
　先輩調査士の方から、いきなりそんなに揃えて大丈夫か？といった心配もいただきました。しかし
当の本人は、素晴らしい機器に囲まれているだけで一流の調査士にでもなった気分であったように思
います。
　現在は、少しずつではありますが仕事をさせていただく機会も増え、家族や先輩調査士の協力を頂
きながら現場作業をこなしており、周りの方々の協力に感謝しながら一歩一歩調査士としての経験を
積み重ねているところであります。
　補助者時代には感じることのなかった土地家屋調査士としての独特の緊張感はなかなか慣れるもの
ではありません。しかしながら、慣れてしまうのではなく、この緊張感は一時も忘れることなく常に
持ち続けなければならないものであると考えています。
　これからは、機材の充実以外にも日々研鑚を怠ることなく、お客様への心遣いや成果品の充実を図
り、地域の皆様のお手伝いをさせていただきたいと考えております。

大隅支部　　西　　　健　吾

開業から現在
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　平成28年９月に入会しました岡泰之（おかひろゆき）です。
　いろんなご縁に恵まれて、妻の父である新村和憲の後を継ぎ、日置市東市来町で開業することがで
きました。出身は指宿市山川です。開業前は横浜で12年間サラリーマンをしておりました。第二の
故郷となった日置市東市来町で、土地家屋調査士という地域に密着した職業に就けたことを大変うれ
しく思います。

　私の町、日置市東市来町の湯之元地区には、その地名の通り多数の温泉が存在し、仕事する中で鉱
泉地を目にすることもたまにあります。100円代で利用できる温泉施設が多数存在し、風呂道具を
持った人同士が道端で挨拶を交わす風景があります。
　
　私には娘が２人います。温泉街にある保育園に通っています。
　ある休日、娘を連れて測量に行った際、ドリルで穴をあけ引照点を打つ姿を見てとても興奮し、「こ
のボタンはパパが作ってたのか！」と大きな声で喜んでいました。そう、絵本「じめんのボタンのな
ぞ」の影響です。たまたまどこかの待合室で読んで以来、金属鋲に興味を持っていたようです。とっ
てもえらいボタンは三角点、引照点の銀色の鋲は、まあまあえらいボタンだそうです。その日以降、
娘は保育園で「私のパパの仕事はボタンを作ることだよ。ボタンが町を守っているんだよ」と友達に
自慢しているらしく、娘の友達や保護者から声をかけられることが増えました。

　土地家屋調査士としての責務を自覚し、娘が大きくなってからも自慢してもらえるよう、誠実に業
務と向き合っていく所存です。皆様どうぞご指導の程よろしくお願いします。

鹿児島支部　　岡　　　泰　之

温泉の町を守る、まあまあえらいボタンを作る仕事

新入会員紹介
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会員のひろば新入会員紹介

　めでたさも中くらいなりおらが春　　　一茶

　お正月定番の俳句ですが、額面通りにとれない性格の私は、ちょっと考えてしまいます。
　中央の活気ある街の人々は、なにがめでたいのか、たった１日日が変わるだけのことなのに正月正
月といって騒いでいる（めでたさも）。
　疲弊していくばかりの地方場末のわが町では（おらが春）、明日をも予想だにできない生活の中で、
希望だけの神頼みでじっと耐えている。
　そして核心の（中くらいなり）の解釈ですが、自分だけは人並みでまあまあの生活ができているか
らこれくらいでいいかと、自分に言い聞かせているように見えますが、その解釈では先述に続きませ
ん。流石の一茶も、こんなに楽観的にまとめたりするはずがありません。だとすれば、さしずめ使い
古しの流行りのことばでいうと〝そんなの関係ねぇ〟だと思います。我々にとっては正月なんてどう
でもいいことよと皮肉っているのだと感じます。しかし、この中くらいには切望を感じます。せめて
安心して暮らせる日常を願う一茶の叫びが聞こえます。

　そこで私の呟き。
　とまれ、「今」「今」「今」と今を迷わず。只、前に往く。

　今年一年が、私達にとって明るい素晴らしい年になりますように前進あるのみです。邁進していき
ましょう。

　次回は福元浩二会員にお願いします。

霧島支部　　桐　原　茂　太

リレー　ある調査士の呟き　第11回
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　いずみマチ・テラスは、出水市民が手作りした竹灯篭で出水の街全体をライトアップし、幻想的な
世界を体現してもらうというイベントで、平成27年に第1回が開催されました。
　しかしそこに至るまでの竹灯籠の製作は困難を極めました。まず山から竹を切り出し、灯籠の形に
なるように切断し、腐らないようにバーナーで表面を炙り、それを磨き、と毎日大変な作業の連続で
した。（もちろん皆ボランティアです !!）
　しかしその努力の甲斐あって、イベントでは竹灯篭の明かりにより出水市が優しい光に燈される幻
想的な世界になり、みんなで感動したものです。
　ところが悪天候も重なり、残念ながら出水市外からの観光客を集客するまでには至りませんでした。

　こうした昨年の反省をもとに、市外へのPR等も含めどのようなイベントにしようかと実行委員会
を始めとして模索した結果、思い切ってギネスに挑戦しようと一致団結し、平成28年10月31日を
その日と決め挑戦が始まりました。
　まずギネス社に問い合わせたところ、20,000本以上の竹灯籠が５分間連続点灯というギネス挑戦
が決まりましたが、竹灯籠の間隔や設置の仕方等細かな条件があり、「不可能ではないか？」と挑戦
する前から尻込みするようなハードルの高さでした。
　またギネス社から言われてびっくりしたことが、認定を受けるまでは決して『ギネス』という言葉
は使わないで、あくまで『世界一に挑戦』として下さいとの一言でした。認定前に『ギネス』を前面
に押し出すと、挑戦自体が無効になるとのことでした。（何の違いがあるのかさっぱりわかりません
が、その細かいルールはさすが世界レベルです）
　当たり前のことですがギネス社とのやり取りは全て英語で、これもまた苦慮しました。

　昨年作成した竹灯籠を確認したところ、半数近くがひび割れや酷いカビにより使い物にならなく
なっていました。使えるものは乾拭きし、足りない分はまた切り出しからと、過酷なボランティア活
動が再開されました。やっているうちに、「出来た本数で挑戦したら充分なのでは？」と恥ずかしな
がら弱音を吐いてしまう自分もいました。
　なんとか挑戦日の１週間前に目標の本数に達しました。
　そしてルール通り、隣り合う竹灯籠との距離は10ｃｍ以内、地面とは釘とゴム等を使って竹灯篭が
動かないようにすること等に注意し、２日間かけて55,434本の竹灯籠を慎重に準備していきました。
　いよいよ当日。天候もよく最高の挑戦日和となりました。
　朝から入念にチェックを重ねていき、午後６時にボランティアスタッフ総出で LEDライトのス
イッチを入れ、午後７時、挑戦はスタートしました。
　すると一斉に、認定者側のチェックが入ったのです。（とはいえ審査する人たちは、出水市側から
お願いした挑戦に一切関わっていない市外の方でした。しかも無償です。ギネス社から派遣されたの
は一人だけだったのです。おかしな話です・・・）

出水支部　　脇　本　弘　紀

『いずみマチ・テラス』世界一への挑戦
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　５分間点燈のチェックが終わり、集計から発表までおよそ１時間。待たされる側としては相当長く
感じました。
　午後８時過ぎ、いよいよギネス社担当者からの発表・・・・・・　
　告げられた個数は・・・29,503本、世界一認定です。
　やり遂げました～。
　下記の画像がその際の認定書となります。

　表彰式後、会場にいた大勢の方と写真を撮り世界一の挑戦は終了しました。
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　後日ギネス社側より、『同一会場に並べた個数が、フィリピンで作られた1,999本という記録が現
在認定されていますが、今回の55,434本が記録を塗り替えました、登録されますか』との連絡があ
り、別途費用も掛からないということで、当然そちらも認定して頂きました。
　つまり、「連続点灯の本数29､503本世界一」のおまけで「同一会場での点灯本数55,434本世界一」
も達成してしまいました。

　久しぶりに、同じ目標を持った仲間と一致団結し成し遂げる喜びを味わうことができました。　
作業は大変でしたが、美味しいビールも味わいました。
　これからも、地域貢献に励みながら、調査士として色々な方々と横のつながりを持ち、日々精進し
ていければと思っています。
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日　付 行　事

平成28年８月16日（火）弁護士会司法修習制度講座

19日（金）財務委員会

25日（木）鹿児島大学司法政策教育研究センターロイヤリングセミナー

25日（木）表示登記実務連絡会

26日（金）専門士業協議会に関する県との防災協定に関する打合せ

27日（土）広報委員会

9月7日（水）登録証交付式（岡泰之会員）

9日（金）公嘱協会定時総会

16（金）～17日（土）四国 ･九州・中国ブロック協議会合同研修会

22日（木）認証PT委員会

23日（金）第3回常任理事会

24日（土）福岡会　草賀裕一氏�黄綬褒章受章記念祝賀会

28日（水）業務委員会

10月１日（土）法の日無料相談会（鹿児島・霧島 ･南薩・川内 ･大隅 ･熊毛・大島各支部）

2日（日）全国一斉！法務局休日相談所（本局・鹿屋支局）

3日（月）法の日無料相談会（川内支部　宮之城）

8日（土）法の日無料相談会（鹿屋支部）

12（水）～13日（木）全国会長会議

12日（水）空き家相談会打合せ

15日（土）法の日無料相談会（出水支部）

18日（火）行政評価事務所相談会（鹿児島市）

19日（水）財務委員会

21日（金）行政評価事務所相談会（薩摩川内市）

22（土）～23日（日）九B第４回会長会議

22（土）～23日（日）九B担当者会同

22（土）～23日（日）「住まいと建築なんでも相談」

23日（日）九Bゴルフ前夜祭

24日（月）九Bゴルフゴルフ大会

27日（木）行政評価事務所相談会（鹿屋市）

28日（金）薩摩川内市用途地域特定用途地区説明会

日　付 行　事

10月29日（土）かごしま青年土地家屋調査士会総会

11月2日（水）中間監査

3日（木）県住宅センター　空き家セミナー（鹿屋市）

3（木）～5日（土）九B測量技術研修会

4日（金）専門士業団体協議会合同無料相談会第1回準備委員会

5日（土）ADR認証　日調連

8日（火）宅地建物取引無料相談�（出水市）

9日（水）境界鑑定委員会

11日（金）総務委員会

12日（土）第2回会員研修会

13日（日）センター研修会

14日（月）宅地建物取引無料相談（日置市）

23日（水）宅建協会空き家・空き土地有効活用相談会

24日（木）近畿ブロック協議会境界鑑定実務講座

24日（木）宅地建物取引無料相談（霧島市）

25日（金）広報委員会

26日（土）第４回常任理事会

26日（土）第3回理事会

27日（日）境界トラブル無料相談所�（本局 ･川内支局 ･知覧支局）

28日（月）宅地建物取引無料相談�（鹿屋市）

12月1（木）～2日（金）連合会　ADRセンター担当者会同

2日（金）専門士業団体協議会合同無料相談会第2回準備委員会

6日（火）第28回チャリティゴルフ大会

6日（火）専門士業団体協議会�災害協定打合会議

20日（火）広報委員会

20日（火）筆特とADRとの連携協議会

21日（水）合格者伝達式・説明会

25日（日）鹿児島建築士会支部主催技術講習会

平成29年1月4日（水）年始のあいさつ

18（水）～19日（木）第２回全国会長会議

業　務　経　過
会務報告



│ 会報かごしま　2016 秋13



14会報かごしま　2016 秋 │

各部報告

　新年明けましておめでとう御座います。
　本年度の総務部の活動について報告いたします。
１．関係各法律等への対応
　　　災害時の県会対応等をマニュアル化し、災害対策管理組織を制定しました。
　　　総会時の委任人数の変更について、会則変更を検討しています。
　　　綱紀委員会に関する会則、筆界調査委員推薦規定等の見直しを行っています。
２．会員に関する情報整理と情報公開
　　　補助者の解職届がなされていない例が多く、また補助者証の更新もあまりされていない状況と

なっていますので、会員の方々へ対応をお願いいたしました。
３．その他、マイナンバーへの対応について、「特定個人情報等の適正な取り扱いに関する基本方針」
の作成を致しました。

　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　新年明けましておめでとうございます。本年も宜しくお願い致します。
　日頃より本会の財務運営にご理解ご協力いただきありがとうございます。
　事業報告に基づき報告致します。

１　財政基盤の整備

　本年度より会費の徴収をK-NETに統一しておりますが、未登録会員がまだいらっしゃいますので

総務部長　　宮　脇　謙　舟

財務部長　　前　杉　竜　志

総務部

財務部
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　師走の侯、会員の皆様におかれましてはますますご清祥でご活躍のことと存じます。
　業務部の事業計画につきましては
　１．業務処理の合理化及び業務適正化の研究
　２．登記基準点の支援設置
　３．空家等対策の推進に関する特別措置法及び国土調査法第19条５項の研究
　４．認定土地家屋調査士の活用
となっております。
　業務処理の合理化及び業務適正化の研究に関しましては、分筆申告書・異動申告書を借用し、ス

業務部長　　小山田　誠一郎

業務部

登録手続きを宜しくお願いします。
　比例会費の算定基準を作成いたしました。
　この算定基準を基に比例会費用紙添付省略事件に関する納付をお願い致します。
　また年計報告書が未提出の方は提出を宜しくお願い致します。

２　土地家屋調査士国民年金基金及び土地家屋調査士職業賠償責任保険制度の認知向上活動と加入促
進活動

　　土地家屋調査士国民年金基金は新入会員を対象に加入促進活動を継続し、職業賠償責任保険につ
いては、第3回の研修会にて支払事例等の説明を行い加入促進につなげたいと考えております。

３　鹿児島県土地家屋調査士会主催チャリティーゴルフ大会の開催

　第28回チャリティーゴルフ大会を12月６日に
20名の参加を頂き開催いたしました。年末のお
忙しい中ご参加いただき感謝申し上げます。ゴル
フ大会チャリティーを、例年通り交通被災者たす
けあい協会に寄付致します。
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キャンしてデータ化する作業を終えて、ファイル整理の作業を継続しています。
報酬額に関する研究の中で、報酬額計算エクセル版をホームページ上で紹介しています。
　不動産登記規則93条ただし書不動産調査報告書の改正に関しましては、バージョンアップ等への
対応を継続しています。
　登記基準点の支援設置に関しましては、過年度の事業について、再測を含む内容の見直しと対応を
していく予定です。
　空家等対策の推進に関する特別措置法に関しましては、県内５市町村から空き家等対策連絡協議会
への委員の委嘱を受けて、委員として参画させて頂いています。
　かごしま空き家対策連絡協議会にも参画させて頂いており、空き家セミナー等で土地家屋調査士の
役割について説明を行ったり、相談会に相談員として出席したりしています。
鹿児島地方法務局、鹿児島県司法書士会、鹿児島県土地家屋調査士会合同の相続・空き家・空き地に
関する休日無料相談会を開催する予定があり、また、新たに相続問題に対応するプロジェクトが発足
される予定があります。
　国土調査法第19条５項の研究に関しましては、内容をまとめた資料や関係サイトのリンクをホー
ムページの中で紹介します。
　認定土地家屋調査士の活用に関しましては、ADRセンターの研修等の事業に参加、支援を行って
いきます。
　業務部として会員の皆様のお役に立てるように努力する所存でおりますので、ご理解とご協力の程
宜しくお願いいたします。
　新しい年も、会員の皆様にとって実り多い年になりますよう願っております。

　新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。
１．第１回会員研修会
　日時　７月29日（金）10:00～16:00
　場所　鹿児島県建設センター　６階　大会議室
　①不動産登記のオンライン申請利用促進の取組について
　　　　　講師　鹿児島地方法務局
　②災害時における住家被害認定調査等の支援に関する協定について
　　　　　講師　鹿児島県危機管理局危機管理防災課

　③世界遺産の価値と測量等のデジタル技術の活用について
　　　　　講師　一般財団法人産業遺産国民会議　小川様

研修部長　　上小鶴　一善

研修部
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　新年おめでとうございます。本年もよろしくお願い致します。
　本年度は会報2016年秋号、同冬号を発行致しました。
　７月31日の土地家屋調査士の日の相談会用に準備したのぼり旗を、各支部長事務所や法務局、支
局、出張所に掲げてもらいました。
　各支部長様、ご協力ありがとうございました。来年度は調査士の日の相談会実施方法について検討
を加えていきたいと思います。
　９月26日～30日には、MBCラジオたんぽぽ倶楽部「海童が行く」のコーナーで本会会員５名に
電話出演して頂きました。ご出演の皆様には調査士のアピールに貢献頂き、ありがとうございました。
　10月１日の法の日無料相談開催について、告知活動の一環として、税理士会、司法書士会と合同

広報部長　　竹　添　裕　二

広報部

２．第２回会員研修会
　日時　11月12日（土）10:00～16:00
　場所　鹿児島県市町村自治会館　４階　ホール
　①境界紛争の本質と境界問題解決制度の活用
　　　　　講師　京都産業大学　草鹿　晋一教授
　②土地家屋調査士事務所形態及び報酬に関する実態調査について
　　　　　業務部・研修部
　③境界紛争事例研究
　　　　　講師　京都産業大学　草鹿　晋一教授
　今後の研修予定は以下のとおりです。
１．第３回会員研修会
　日時　２月24日（金）10:00～15:30
　場所　ホテルウェルビュー鹿児島
２．第12回土地家屋調査士特別研修
　日時　２月３日（金）～３月25日（土）　基礎研修、グループ研修、集合研修、 総合講義、考査が
行われます。
３． 九州ブロック新人研修会
　日時　１月28日（土）～１月30日（月）
　場所　ホテルマリックス　宮崎県

　会員の皆様のお役に立つ研修を開催したいと考えています。ご意見・要望等ございましたらお寄せ
ください。
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でメディア訪問を（MBC始め10ヶ所）行い、特にMBCにおいては記事掲載を頂きました。また、
フェイスブックに私の個人 IDでポスターをアップ致しました。今後もこの取組を続けてみたいと思
います。
　10月末には、出水市で行われた「いずみマチテラス　世界一への挑戦」と銘打ったイベントから、
ギネス認定のための証人として本会に協力依頼がありました。150ｍ×55列、九十九折に並べられ
た灯篭列の距離を測定し、全長を求めるものでした。ギネスから求められた証人の条件として、距離
測定に関し相応の資格を有すること、イベント関係者でない事が示され、広報活動の一環としてお引
き受けし、本会会員２名にお願いしてトータルステーションにより測定を行い、ギネスに証人として
提出しました。無事世界一に認定されました。
　今後も土地家屋調査士の名を一般の方々に広めていくべく活動して参りますので、皆様のご協力を
よろしくお願い致します。
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　新年あけましておめでとうございます。
　社会事業部の業務進捗状況をお知らせします。災害基本協定締結の推進について、今年鹿児島県と
災害協定を結びましたことから、市町村の要請により県から連絡がありますと、被害調査等の支援活
動を実施することとなります。業務にも関連する社会的な活動ですので、協力要請があった場合は、
参加協力のほどよろしくお願いします。また、活動に必要な情報のアンケートを全会員に配布していま
す。活動時の賠償保険に関するアンケートです。ご協力のほどお願いします。
　次に、地図の作成及び整備に関する事項では全国一斉の地図混乱地域調査の依頼があり、支部長
さんにはご協力頂きました。また、地図作成の支援について、筆界特定室と平成29年度作業の基準
点計画があり、鹿児島市内の会員を中心に予算化へ向けて協力を頂いています。ありがとうござい
ました。
　筆界特定制度及び調査士会ADRに関する支援では、センターかごしま、境界鑑定委員会と社会事
業部とで、筆界特定制度と調査士会ADRの連携協議会を筆界特定室と共に行っており、それぞれの
手続間の連携を図っています。また、法務局が行う「境界トラブル無料相談所」が平成28年11月27
日（日）に開催され、相談員を派遣し協力しています。今回は県民交流センター・川内会場・知覧会
場の３会場で開催されました。相談員として協力頂きました会員はありがとうございました。
　社会貢献活動の推進及び支援として、各種無料相談会へ参加をお願いしております。総務省鹿児島
行政評価事務所主催「暮らしの行政相談所」、県建築課主催の「宅地建物無料相談」「すまいと建築何
でも相談」に参加しました。今年も参加した相談会が増えておりますので、依頼がありました場合は
ご協力お願いします。
　今後の予定では、９士業団体で共催します鹿児島専門士業団体協議会の「専門家による何でも相談」
が２月11日（土）鹿児島中央駅前よかセンター鹿児島にて開催されます。担当されます会員は、よ
ろしくお願いいたします。

社会事業部長　　出　石　靖　之

社会事業部
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　新年あけましておめでとうございます。
　鹿児島支部の本年度のこれまでの活動とこれからの予定を報告します。

・平成28年８月26日（金）にホテルレクストン鹿児島で鹿児島支部研修会を行い、鹿児島県不動産
鑑定士協会より木下登様、県会業務部より小山田会員を迎えお話を頂きました。出席者は91名で
した。

・平成28年10月１日（土）に鹿児島市の勤労者交流センター（よかセンター）と日置市中央公民館
で「法の日無料相談会」を開催しました。

・平成28年10月12日（水）に非調査士調査を鹿児島地方法務局で行いました。
　特に目立ったものは有りませんでしたが、建物滅失や地目変更など個人申請がいくつか有りました。

・平成28年10月26日（水）に司調センターで健康診断を行いました。本年度は53名の受診でした。
　我々は体が資本ですので、定期検査を受けていない方はご利用ください。

・平成28年11月４日（金）に、恒例の司調親睦ボウリング大会をT-MAXボウルで開催しました。
　調査士会からの参加は14名でした。親睦会は恒例の場所を変え大変好評いただき盛り上がりました。
　参加者には景品も準備しておりますので次年度はより多数のご参加をお待ちしております。

・平成28年11月19日（土）に支部レクリエーションを実施しました。
　41名の参加をいただき、福岡で「市民防災センターにて災害疑似体験」、「大相撲福岡場所観戦」
を行いました。
　近年の大規模災害もあり参加者も貴重な体験ができ、各事務所各家庭で備える大事さを改めて感じ
たことと思います。
　大相撲観戦は多くの方が初体験であり、力士の大きさ（土俵の狭さ）、円を巧く利用するしなやか
さ、おそらく人と人が衝突する最大音量など、これぞライブという貴重な体験でした。
　次年度も楽しいレクリエーションを企画しますので、多数の参加をよろしくお願いします。

企画部理事　　迫　田　圭　介

鹿児島支部

支部だより
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・平成28年12月２日（金）にホテルレクストン鹿児島で鹿児島支部研修会を行い、研修会終了後に
は、司法書士会鹿児島支部と合同忘年会を開催しました。
　法務局より山下幸伸表示登記専門官、県会研修部より又木会員、上小鶴会員を迎えお話を頂きまし
た。研修会の出席者は69名、忘年会は30名でした。

　今後の予定と致しましては、本年４月21日（金）に支部総会を予定しております。
　鹿児島支部役員一同これからも頑張って参りますので、今後とも支部運営にご協力の程、よろしく
お願い致します。

　ついこの間まで、測量中は熱中症に気をつけてと思っていましたが、冬本番となり現場に出るのが
辛く感じるシーズンになりました。そんな冷えた体を優しく癒してくれるのは何と言っても温泉だと
思います。霧島市、姶良市、伊佐市、湧水町には数多くの温泉があります。旅館、公衆浴場、家族湯

霧島支部長　　池　田　成　人

霧島支部
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　新年おめでとうございます。今年もよろしくお
願い致します。
　出水地区では10月23日にいずみツルマラソン
が行われ、また、阿久根地区では12月４日にあ
くねボンタンロードレースが行われ、それぞれ出
水地区、阿久根地区の会員がボランティアスタッ
フとして参加をしました。
　今後もボランティアスタッフとして参加を継続
していきたいと思います。
　また、出水都市計画区域の見直しに伴う研修会
を司法書士会出水支部と合同で１月下旬に行う予
定です。（会報が発行される頃には終了している
と思いますが）
　イベントのお知らせです。本年３月19日20日
に、高尾野町で鹿児島県の三大市と言われる「中
の市（ちゅうのいち）」が開催されます。２日間
で10万人近い人出が見込まれます。ぜひおいで
ください。

出水支部長　　竹　添　裕　二

出水支部

などバリエーションに富んだところが多く泉質や効能も多種多様で、入浴料も200円～500円ぐら
いとお手頃感が良いですね。毎日温泉で家の風呂には久しく入っていないとおっしゃるご近所さんも
います。
　個人的にサウナが好きで、サウナ　→　水風呂　→　露天風呂　のルーティンを３セット、これを
自分に課し、クリアしたら結構な達成感があります。しかし常連さんにはかなわないもので、サウナ
用のマイ敷物持参で15分ほど入っていても涼しい顔をしてゴルフ談議をしている姿は、まさにプロ
中のプロだなあと憧れてしまいます。なかには面白い常連さんで外国人さんがいるのですが、日本の
食べ物で何が好きかと聞かれて、「ソーメン」と答えたのには一同笑いに包まれました。
　皆さんの地元にも自慢の温泉がおありでしょうが、霧島方面までドライブついでに立ち寄り湯なん
ていうのもいいものですよ。この冬いかがでしょうか。
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　明けましておめでとうございます。
　種子島の気候は黒潮の影響を受けることが多く、夏は高温多湿、冬場は乾燥した亜熱帯性の気候で

熊毛支部長　　名　越　重　葊

熊毛支部

　あけましておめでとうございます。
　鹿屋支部からは、昨年実施できずに支部総会時に会員の皆様から要望をうけていましたレクリエー
ションとして、平成28年11月20日、かのやグランド・ゴルフ場（鹿屋市田崎町）にて開催しまし
たグランドゴルフ大会について報告いたします。
　当日は、曇天にて昼過ぎから小雨が混じるあいにくの天候でしたが、時節のわりには暖かく、日曜
日にもかかわらず支部会員９名の参加を受け、午前中は支部会員間にて練習を兼ねて親睦を深め、昼
食後は会場で開催された地元のペア大会に参加させてもらいました。私自身は人生２回目のグラン
ド・ゴルフで、長さ15ｍ・25ｍ・30ｍ及び50ｍのコースを２回廻って打数の少なさを競うという
きわめて単純な競技のように思っていましたが、コースの高低差や自身のハート（気持ち）とのバラ
ンスを調整するのに苦労しました。大会に参加されている先輩方の嬉々として若々しい姿を目の当た
りにし、手軽で楽しいスポーツなのかなと思いました。仕事でかく汗とは違う爽やかな汗をかいたた
めか、夕方の晩酌が少し進んだような気がします。

鹿屋支部長　　上　山　逸　郎

鹿屋市との災害協定調印式について
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　平成23年、日本土地家屋調査士連合会では、国民の皆さんに土地家屋調査士制度の理解を深めても
らう為、７月31日を「土地家屋調査士の日」に制定しました。以来毎年７月31日の前後に各土地家
屋調査士会では「登記無料相談所」を開設したり、「のぼり旗」を掲げたりとPR活動を行ってきまし
た。本年度、大島支部では鹿児島地方法務局奄美支局の玄関前に「のぼり旗」を約２週間かかげて、
一般市民の皆さんへ土地家屋調査士制度のPR活動を致しました。

大島支部長　　町　田　重　孝

大島支部

す。冬場は温暖なイメージですが、時として粉雪やあられが舞うことがあり、北西の季節風が肌を刺
します。寒いときは外業作業を敬遠しがちにもなりますがそうもいかず、古希を間近に控えた身には
応えるところです。
　昨年から広報活動の一環として、７月31日の「土地家屋調査士の日」におけるのぼり旗について
は、当事務所に加え、今年から法務局種子島、屋久島出張所と屋久島の鞆事務所前に立てました。
　10月１日の「法の日」における無料相談は支部会員３名に参加を頂き、南種子において行われま
した。表示登記関係の相談件数は３件でしたが、内１件は数年前にも相談を受けた案件であり、相談
者が理解できたかどうか不安になるところでした。
　非調査士の調査は昨年に続いて10月７日に種子島出張所、10月12日に屋久島出張所で行われま
したが、特に疑問な点は見受けられませんでした。
　今年度は支部総会の折に研修会を予定しております。研修テーマを支部会員と協議中であり、県会
の協力を頂いて有意義な研修にしたいと考えております。
　本年もよろしくお願いします。

奄美支局の玄関前のPR活動旗
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　新年、明けましておめでとうございます。会員のみなさまにおかれましてはお元気で新年を迎えら
れたことと推察いたします。
　「センターかごしま」も昨年８月に設立満10年を迎えることができました。ADR機関としての運
営方法がまだ確立されておらず、皆が初体験で喧々諤々と事件にあたっていた草創期、運営方法や調
停技法は慣れてきたものの相手方の応諾がなかなか得られず歯がゆい思いをした中盤期などを経つ
つ、思い返してみると道なき道をさまよいながら進んでいたら、いつの間にかちゃんとした道が出来
ていたというのが今現在の偽らざる実感です。これまでの間に「センターかごしま」に関わっておら
れる会員のみなさま、協働運営の立場でいっしょになって事件にあたってくださる弁護士会のみなさ
ま、研修会等でご指導くださる学者や司法修習生のみなさま、筆界特定制度との連携でご協力いただ
いております法務局のみなさま、本当に多くのみなさまの力で「センターかごしま」はここまで来ら
れたと思います。心から感謝申し上げます。
　さて、今年度の事業計画の目玉であるADR法の認証取得については、去る11月５日に日本土地
家屋調査士会連合会による事前面談を受けました。現在、指摘事項についての対応を行っており、作
業終了次第、法務省司法法制部へ申請を行います。
　認証を得ることのメリットについては過去の研修会において繰り返し述べてきました。特に、時効
中断効が生じる場合があることと、報酬を得ることが法的に認められることは、調査士会型ADRセ
ンターにとっての大きなメリットであります。これに加え、国や地方公共団体からの様々な協力が得
られるといった規定もあり、従来苦労しておりました出張調停の会場確保や境界問題に関する相談会
等の広報活動にも官公署の協力が得られることが期待できます。さらにこれまで協定を締結すること
でADR法非認証機関であっても特別なご配慮を頂けていた鹿児島県弁護士会に対しましても、本会
のADR法認証取得により名実ともにADR機関として活動できるようになることで、更なる協力関
係が築けるものと確信いたします。
　また、ADR法の認証取得とともに、「センターかごしま」の規則等を大幅に改正することを予定し
ております。これによりセンターの運営方法も変わりますし、「調停」・「相談」に関するルールにつ
いても、今までの不備な点を改め、利用者にとってより利用しやすい「センターかごしま」に変えて
いく構想です。この中のひとつとして、法務局による筆界特定後の杭打ちに関する簡易な調停も行い
やすい制度にするべく、現在法務局との協議を行っております。さらに、申立て等を代理する認定土
地家屋調査士や弁護士のみなさまに利用されやすいようセンター利用の「書式集」も現在作成中です
ので、完成しましたら是非ご活用いただければと存じます。
　このように、ADR法認証取得を機により利用されやすい「センターかごしま」を目指しますので、
会員のみなさまも積極的にご利用いただきますようお願い申し上げます。

センター長　　鳥　越　　　健

「境界問題相談センターかごしま」だより
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　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様にはますますご健勝の事とお喜び申し上げます。また、平素から公嘱協会の運営にご理
解ご協力を頂いておりますことに感謝いたします。
　昨年も熊本地震をはじめとして自然災害が多い年でした。災害発生後の対応において、東日本大震
災での教訓をどれだけ生かすことができたのか、いろいろと考えさせられるところが多かったように
思います。今後の課題として、私たちの研修はもとより、自治体と協力し準備を進めていかなければ
なりません。
　協会では、平成28年度の基本計画に乗っ取り、各地区において公益法人であることについての再
確認を主目的とした、社員に対する研修会を実施しました。合わせて、災害に関する復興支援協定の
現状、困難事例等の報告、協会の将来についての協議も行いました。年末で参加できない社員もおり
ましたが、ひざを突き合わせて意見を交わすことで協会に対する社員の熱意を感じることができ、と
ても有意義な会となりました。
　これから年度末に向けてますます忙しい時期となりますが、受託業務を適正かつ迅速に処理するこ
とを最優先とし、官公署とのさらに強い信頼関係を築きましょう。また、境界標設置事業、相談・助
言活動等の自主事業を通じて、官公署へのアプローチも社員個々全員が意識して進めていきましょ
う。執行部としても、引き続き公益法人としてのガバナンスを確立させる為に、まだまだ脆弱である
財政基盤を強化できるよう検討し、協会・社員全体のさらなる技術的な能力の向上に向けた研修も充
実させていきたいと思います。
　本年もご協力の程どうぞよろしくお願いします。
　みんなで頑張りましょう。

理事長　　西　　　英　孝

公嘱協会だより
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　新年明けましておめでとうございます。
　皆様方には平成29年度の初春を健やかに迎えられたことと拝察いたしますと共に、心からお慶び
申しあげます。
　本年は丁酉（ひのととり）年です。この年は、新しい活動が生まれ、芽を出し、これを育て、形を
なし、次の段階に進んでいく年、という意味があるそうです。
　平素は、鹿児島県土地家屋調査士政治連盟へご協力とご理解を賜り感謝いたします。

　現在世界では、アメリカ大統領選挙におきましてトランプ氏が勝利され、新大統領が誕生する運び
になっています。
　隣接国の韓国におきましては朴大統領辞任の動きがあり、毎日のようにテロに関する報道も流れ、
何時日本でも同じような状態になるのではないかと危惧しています。
　そのような中、安倍総理の「我が国は我が国で守る」という強い意志の下、衆参議員の納得を得、
安全保障関連法案が９月に可決されました。
　国民の皆様も「我が国は我が国で守る」件に関しては、納得されているのではと思う次第です。
　安倍内閣は、一億総活躍社会作りへ向け経済最優先は何も変わらない、という考えの下で、まずは
一本目の矢の「希望を生み出す強い経済」の実現を目指し、「成長と分配の好循環」とともに経済再
生に引き続き力強く取り組んでいられるようです。
　2020年には東京で「オリンピック」・「パラリンピック」が開催されます。
　多額の経済効果が見込まれているようです。
　同じ2020年には、鹿児島県でも「国体」が開催されます。
　鹿児島県にも東京同様な経済効果があればと思いますが、現時点ではあまり目立った変化はないよ
うです。
　「国体」の経済効果と関係があるかは解りませんが、昨年鹿児島県知事選挙があり三反園　訓県知
事になりました。
　又、鹿児島市長選挙があり、森　博幸市長になりました。
　良い方向に「国体」の経済効果が出て、私達の業務の拡大に繋がればと思う次第です。

　私共役員は、 限られた活動経費・活動方針の下で誠心誠意推進して行きますので、皆様方のご協力
をお願いし活動の一端をご報告いたします。

　１．鹿児島県知事新年慶賀訪問（平成29年１月４日、名刺にて表敬）
　２．鹿児島市長新年慶賀訪問（平成29年１月４日、名刺にて表敬）
　３．鹿児島県議会議員顧問団新年慶賀訪問（平成29年１月４日、名刺にて表敬）
　４．鹿児島市議会議員顧問団新年慶賀訪問（平成29年１月４日、名刺にて表敬）

会　長　　礒　端　强　志 

政治連盟だより
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　新年あけましておめでとうございます。皆様におかれましては、希望に満ちた新年を迎えられたこ
ととお慶び申し上げます。

　かごしま青年調査士会活動予定をご報告いたします。

・県下他士業との交流（ソフトボール大会、懇親会等）
・県外の青年土地家屋調査士との交流
　全国青年土地家屋調査士大会、九州ブロック青年土地家屋調査士大会への参加と協力
・ボランティア活動（桜島GPS観測への参加）
・定期勉強会の実施
　今年度は２～３回の定期勉強会を実施する予定ですので是非ご参加ください。

　おおまかではございますが以上を予定しております。

かごしま青年土地家屋調査士会会長　　米　倉　　　央
青調会だより

　５．以下、経過報告
　　①　保岡興治衆議院議員事務所新年挨拶訪問（平成29年１月４日）
　　②　森山　裕衆議院議員事務所新年挨拶訪問（平成29年１月４日）

　１．今後の会務予定
　　①　公明党新春政経懇話会（１月６日）
　　②　鹿児島県土地家屋調査士政治連盟監査会（１月16日）
　　③　衆議院議員保岡興治「新春講演会」（１月23日）
　　④　鹿児島県土地家屋調査士政治連盟定時大会（２月24日）

　最後に、鹿児島県土地家屋調査士政治連盟の入会者は、鹿児島県土地家屋調査士会員の６割程です。
　私達の土地家屋調査士政治連盟は、社会一般的な政治連盟ではなく、土地家屋調査士が
　国民の要望に的確に応えることができる土地家屋調査士制度を確立する為に、土地家屋調査士の手
で立ち上げた組織です。
　土地家屋調査士政治連盟の趣旨をご理解いただき、鹿児島県土地家屋調査士政治連盟への未加入者
の皆様の入会を、切に要望いたします。
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　平成28年７月より公嘱協会の事務局に勤務しております吉峰成予と申します。
　入職してあっという間に半年が経過しようとしていますが、調査士の先生方はじめ事務局の先輩方
に温かくご指導いただき、とても充実した日々を過ごしております。
　まだまだ業務になれずご迷惑をお掛けすることも多々あるかと思いますが、一日も早く事務局の一
員として業務をこなせるように頑張りたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い致します。

公嘱協会事務局職員　　吉　峰　成　予

事務局だより

　日々の業務の中で何かと迷うこともあるかと思いますが、他の調査士との交流、情報交換する機会
があれば色々な経験からの解決方法も見いだせると思いますし、知識も深まります。また、災害協定
などは熊本青年会の会員との交流もあり、経験で得た様々なお話、情報を聞ける機会もあります。空
家対策や、高齢化に伴い成年後見人制度、相続税等の相談も多様化している中で、調査士業務のみを
考えた場合のベストな回答だけではなく、様々な分野、業種からの意見を聞き、ご依頼主にとって総
合的な判断からのベストな回答を出来るよう他士業の先生とも交流を深められる場所です。
　青年会を通して、依頼があった事件をそつなくこなすだけでなく、様々な方面からご提案できる調
査士を目指してレベルアップ出来るよう一緒にがんばりましょう。
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編集後記

　正月三が日と同様穏
やかな新年をお迎えの
ことと思います。
この一年が皆様にとっ
て善き年であります様
お祈り致しております。
本年もよろしくお願い
致します。
� 出水市　竹添裕二

　いつもご協力いただき
ありがとうございます。
　2017年も良い年と
なるよう共に邁進しま
しょう。
� 鹿児島市　迫田圭介

　年末のご多忙時に原稿を執
筆して頂いた会員の皆様、ど
うもありがとうございました。
　今期は SNS を利用した広
報活動など、新しいことを
やっていければなと思います。
　充実した内容の会報になる
ように努めて参りますので、
今後ともご協力の程、よろし
くお願い致します。
� 薩摩川内市　平山正樹

　今回もたくさんの方々
のご協力ありがとうござ
います。年末の貴重な時
間を、割いていただき感
謝しております。　
　今後もより多くの会員
の皆様のご参加・ご意見
をお待ちしております。
宜しくお願いいたします。
� 奄美市　久永瑞樹

　今回、原稿を書くこ
とになり改めて、いつ
も書いてくださる皆様
の大変さがよく分かり
ました。
　どんな内容でも構い
ませんので、たくさん
の方から、原稿いただ
きたいです。
� 出水市　脇本弘紀

出水ブランドPRキャラ
いずみちゃん

鹿児島市　西郷隆盛

かのこゆりの妖精
カノッコ

コクトくん
©奄美市

出水市公認キャラ
つるのしん

2018（平成30）年、明治維新150周
年に向けて、明治維新の原動力となっ
た薩摩の歴史や、それを育んだ鹿児島
市の多彩な魅力を広く発信していくた
めのロゴマークです。



 

用紙販売からのお知らせ  
 

 時下ますますご隆盛のこととお喜び申し上げます。  
 さて、年度末決算（棚卸）の関係上、用紙販売の発送分の申込期日を

３月３日（金）迄とさせていただきます。この分につきましては、用紙

到着次第、直ちにご入金をお願いします。  
 つきましては、３月６日（月）以降でも３月２２日（水）午前中迄は

用紙代金前納のみ受け付けます。（確認のため、お振込次第、銀行振込

用紙をＦＡＸ下さい。）振込先は下記のとおりです。  
 なお、事務局での現金販売は３月２８日（火）午前中迄で、４月３日

（月）からは従来どおりとさせていただきます。              
 よろしくご協力方お願いします。  

以 上  
 

記  
 

鹿児島銀行 県庁支店（３月２４日午前中申込分迄）  
          口座番号  普通１２７２２４４  
 
              ※振込先   鹿児島市鴨池新町１－３  

TEL ０９９－２５７－２８３３  
            鹿児島県土地家屋調査士会  

会 長 桐 原 茂 太  
 
 

                                       

 

２  ２



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成　　年　　月　　日

価格(円) 注文数

1 不動産調査報告書(手書用) (用紙代500円・比例会費10,000円) 25 枚 10,500

2 〃 (用紙代 20円・比例会費   400円) 1 枚 420

3 不動産調査報告書(ワープロ用) (用紙代500円・比例会費10,000円) 25 枚 10,500

4 〃 (用紙代 20円・比例会費   400円) 1 枚 420

5 地 積 測 量 図 (Ｂ版) 50 枚 1,000

6 建 物 図 面 (Ｂ版) 50 枚 1,000

7 図　　 面    （無　地）(Ｂ版) 100 枚 1,500

8 戸 籍 請 求 書 (Ａ版) ( 申 込 書 必 要 ) 30 枚 500

9 領 収 書 ・ 請 求 書 (Ａ版) ( 内 税 ) 50 枚 650

10 領 収 書 ・ 請 求 書 (Ａ版) ( 外 税 ) 50 枚 650

11 閲 覧 申 請 書 (Ｂ版) ( 一 般 用 ) 100 枚 370

12 閲 覧 申 請 書 (Ｂ版) (コンピュータ用) 100 枚 500

13 登 記 完 了 証 用 紙 (Ａ版) 10 枚 350

14 表示登記済証書表紙 (Ａ版) 50 枚 750

15 事 件 簿 (Ａ版) 50 枚 400

16 取 下 書 (Ｂ版) 100 枚 530

17 フ ァ イ ル (Ａ版) 1 冊 550

18 ク リ ア フ ァ イ ル (Ａ版) 白 10 枚 600

19 ク リ ア フ ァ イ ル (Ａ版) 黒 10 枚 600

20 登記識別情報シール 10 枚 200

21 8 枚 350

22 バ ッ ジ 1 個 1,000

23 名 刺 100 枚 1,500

24 杭 （ Ａ － ４ ５ ）      1 本 220

25 杭 （ Ａ － ６ ０ ）      1 本 250

26 杭 （ Ｂ Ａ － ６ ０ ）      1 本 350

〒

住所

T  E  L

氏名

用紙ＦＡＸ注文書（099-256-4337）

仕　　様

鹿児島県土地家屋調査士会

品　　　　　　　　　名

（ 表 裏 カ ラ ー ）

４５×４５×４５０(㎜)

登記識別情報プロテクトシート（折込方式用）

４５×４５×６００(㎜)

７０×７０×６００(㎜)

※杭の頭部のマークは  の３種類がありますので、必ずいずれかに○をして下さい。

（会    員）









  ■ 会 社 案 内 ･ 営 業 案 内 ■ 
住所／鹿児島市吉野町10779-95 TEL（099）246－3079 FAX 244－6828 

 

   販売・セッティング・操作指導・保守・修理    
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

法律とコンピューター 
株式会社リ－ガル® 

ホームページ http://www.legal.co.jp/

本社 〒791-2112 愛媛県伊予郡砥部町重光248番地3

京営業所 ショ ル ム

◆取扱店 有限会社 シー･エス･ジー

Tel 099-246-3079 Fax 244-6828
鹿児島市吉野町10779番地95

有有有限限限会会会社社社    シシシーーー ･･･エエエススス ･･･ジジジーーー    

TEＬ：089（957）0494   FAX：089（957）0471 

■土地家屋調査士CADｼｽﾃﾑ■ 

 

 

■司法書士専用ｼｽﾃﾑ■ 

  ■   測 量 機 器  ■  光波測量機 ･ 測量資材等       



◇新商品のご案内◇ 
◎リプロ社とカクマル社の新商品をご案内します。これらの掲載さ
れた新カタログが近々入荷します。ご希望の方には送付致します。 
・ＵＡＶ対空標識 
 リバーシブルタイプで軽く、折り曲げにも強いので持ち運びに便利です。中心点の
釘うち用穴付きで、対空標識 20 枚キットは 
対空標識 20 枚、固定用ピンペグ 80 本、中心点鋲 20 本、お手軽ハンマー1 本がセット
になっています。特注サイズの制作も可能です。 

・蓄光プラ座 №2・№3 
 転落・事故の防止の為に、蓄光素材のプラ座を開発しました。 
日中は白い半透明のプラ座ですが、昼間の光を蓄えて夜間に光ります！ 
電池を使用しないので、メンテナンスフリー。道路脇に設置することで、 
転落や事故の防止に繋がります。 

・ネイル鋲（30φ） 
 30φの鋲とクロスネイル№2（長さ 55 ㎜）を一体化した、ありそうで無かっ
た商品です。前面に十字も切ってあります。 
道路設置時の見た目は、通常の 30φ鋲を設置したのと見た目の遜色はありませ
ん。 
・四角ネイル（15 ミリ角） 

15 ﾐﾘ角のプレートとクロスネイル№2 を一体化して、作業効率のＵＰを図り
ました。角の矢印が先まで行っており矢印が凹みになっているので境界を指す
のに便利です。矢印の赤塗も可能です。 
・獣よけ線香 

シカ、イノシシ、タヌキ、イタチを寄せ付けない渦巻香です。唐辛子の辛み
成分であるカプサイシンが空中に飛散することで、害獣の嗅覚を刺激し忌避さ
せます。広い野外での森林作業や農作業に最適です。 

※その他続々新商品も開発されています。ぜひ一度カタログを手に取ってご覧ください。 
 

株式会社 マルコー 

〒891-0115 鹿児島県鹿児島市東開町 13番地 15 

ＴＥＬ 099-269-2220 ＦＡＸ 099-269-2204 

毎月 第二・四土曜日 及び日曜祝祭日お休み 

（お急ぎの場合はお電話下さい。市内にいて対応できる場合は会社に参ります） 

 



株式会社 久永

オフィストータルソリューションパートナーオフィストータルソリューションパートナー

オフィスファニチャー 測量CADシステムIT・ドキュメント管理 イメージング

測量機の御相談はトプコン・ソキアブランド正規代理店の久永まで！！

次世代トータルステーション！！

TOPCON  GT SOKKIA  iX TOPCON  HiPer V

ハイブリッッドＧＮＳＳ！！

SOKKIA  GCX2 

手の平サイズＧＮＳＳ！！

http://www.kk-hisanaga.com株式会社久永

測量機の御相談はトプコン・ソキアブランド正規代理店の久永まで！！

メーカー認定の技術スタッフ、メーカー指定の校正機器・専用工具を使用し
万全の体制でお客様の測量機を1台1台丁寧に点検・調整を承っております。
トータルステーションのレンタルに関しましてもお気軽にお問い合わせ下さい。

測量用の鋲（コノエ）・プラ杭（リプロ）等も豊富に在庫取り揃えております！

ホ ムペ ジ ク は ちら

鹿児島本社：鹿児島市東開町5-11 TEL 099-210-0555
鹿屋営業所：鹿屋市共栄町10-32   TEL 0994-43-2110
川内営業所：薩摩川内市田崎町1036-3 TEL 0996-23-3033
国分営業所：霧島市国分清水1-14-17   TEL 0995-46-8971
大島営業所：奄美市名瀬朝仁町8-17 TEL 0997-53-1706
宮崎支店、関東支店、熊本営業所、八代営業所、延岡営業所

株式会社久永 ホームページアクセスはこちら➡



3次元の時代を迎え、
測量CADはいま、ONEへ―

最強の64bitアプリケーション
「TREND-ONE」誕生！

1982
福井コンピュータCAD誕生

CALS/ECへの対応など急加速するデジタル化時代を
背景に全国の測量・設計技術者から絶大なる支持。

測量業界で求められる、属性・地図情報など
高度化するデジタルデータに対応。

Windowsに完全対応。

測量CADシステム【トレンドワン】

現場端末システム【クロスフィールド】3D点群処理システム【トレンドポイント】

福井コンピュータの測量業向けソリューション

“i-Construction”を強力に支援する
3D点群処理システム！

軽快なフィールドワークを担う
現場端末システム！





引受保険会社 

 
○○支店 〒000-0000 ○○市××３丁目… 
TEL 00-0000-0000 →適宜修正 
 

お問い合せ先（取扱代理店） 

 

おおの総合保険 

〒８９０－００６７ 

鹿児島市真砂本町４－２０－７０６ 

TEL ０８０－２６９１－１８２２ 

Ｆａｘ ０９９－８０６－８１２２ 

担当 大野 勝己

引受保険会社  日新火災海上保険株式会社 

            

    鹿児島サービス支店 

 〒８９０－００６３ 

鹿児島市鴨池２－１０－２０ 

TEL ０９９－２５４－１１１５ 

Ｆａｘ ０９９－２５４－２２１９ 

お問い合せ先（取扱代理店） 

 

おおの総合保険 

〒８９０－００６７ 

鹿児島市真砂本町４－２０－７０６ 

TEL ０８０－２６９１－１８２２ 

Ｆａｘ ０９９－８０６－８１２２ 

担当 大野 勝己 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■このチラシは、住宅安心保険の特約の概要を説明したものです。詳細につきましては、「住宅安心保険（総合型）パン

フレット」をご参照いただくか、取扱代理店または弊社へお問い合わせください。 
 
 
 
 
 

平成２９年度鹿児島県条例案にて自転車保険義務化の方向 
 

火災保険（住宅安心保険）に「個人賠償責任総合補償特約」 

をセットして安心さらにアップ！ 

自転車で他人にケガを

させてしまった！ 

お子さまが他人のもの

を壊してしまった！ 

ペットが他人にケガを

負わせてしまった！ 

こんな場合、個人賠償責任総合補償特約なら 

 

A 日常生活において発生した偶然な事故により、他人の身体に障害を与

えたり、他人の財物（他人からの借用物を除きます。）を損壊させたこ

とにより法律上の損害賠償責任を負った場合の損害賠償金などを補償

します。 

B 他人からの借用物（動産）を損壊し、法律上の損害賠償責任を負った

場合の損害賠償金などを補償します（支払限度額１０万円、自己負担

額 5 千円となります。）。 
※「保管物賠償責任補償対象外特約」で B の補償をセットしないことも可能です。 

 

保険料は以下のとおりです。是非ご加入をご検討ください。 

■個人賠償責任総合補償特約⇒2,3７0 円（補償は Ａ ＋ Ｂ ） 

■個人賠償責任総合補償特約＋保管物賠償責任補償対象外特約⇒ 7７0 円（補償は Ａ のみ） 
※保険期間１年間、保険料一時払、支払限度額 A １事故１億円、B １事故１０万円（自己負担額５千円）の場合 



主な仕様
・最⾼精度(1mm＋1.5ppm)
（表⽰は0.1mmまで可能）
・ノンプリズム1000m(測距精度2ｍｍ)
・マニュアル TS16M
・⾃動追尾(LOCK) TS16A
・パワーサーチ TS16P
・イメージング TS16I

Leica TS16ｼﾘｰｽﾞ ⾼精度測量機ソリューションをご提案いたします

【取り扱い品目】

エムタス
担当 丸田 康盛

〒891-0108 鹿児島市中山2丁目13-5-3

TEL/FAX:099-293-5330 Email:mtas@net.wak2.jp

連絡先：090-4351-6257

・測量CADソフト
・パソコン（周辺機器含む）
・オンライン申請ソフト
（環境設定及び指導可）

・電子納品ソフト（請負可）
・測量用品

・施工管理CADソフト
・司法書士システム
・トータルステーション
（光波測距儀含む）

・中古機材（光波含む）
・ネットワーク構築

Leica GNSSｼﾘｰｽﾞ

主な機種
・Viva GNSS GS10 & GS15
・Viva GS08Plus
特徴
・IP68(防塵&⽔深1mの耐⽔性)GS10,15
・どんな種類の観測も対応 GS10,15
・シンプル操作,電源ON即観測 GS08
・Wifi通信(スマホ)対応で低コストVRS観測

すべての製品、デモから導入指導、メンテナンスまで全て行います！



 



┃　いずみマチ・テラス準備の様子



鹿児島県土地家屋調査士会
〒890-0064 鹿児島市鴨池新町1番 3号 司調センタービル 1階
TEL: 099-257-2833　FAX: 099-256-4337
http://www.kagoshima-chosashi.com/

┃　いずみマチ・テラス点灯後


